
内容

―

―

2.1 施設基本計画の検討 －

2.1.1 白石市の現状分析 上位計画、現状課題の整理

2.1.2 地域課題及びコンセプト 地域課題、道の駅の役割、コンセプトの整理

2.1.3 機能・施設 道の駅に求められる機能及び施設（案）の整理

2.2 事業推進支援 －

2.2.1 関係機関協議 関係機関協議の概要整理

2.2.2 関係機関協議資料の作成 ・関係機関協議資料

―

3.1 概略設計 －

3.1.1 計画条件の把握・検討 既往計画や土地利用状況等から、計画条件を整理

3.1.2 レイアウト案の比較・検討 3.1.2をもとに、複数のレイアウト（I型、L型、アイランド型等）を立案、比較検討によりL型を選定

3.1.3 諸施設・造成・交通・排水の計画
レイアウト案に基づき、諸施設（駐車場・道路休憩施設・地域振興施設等）、造成（サービス動
線含む）、交通（国道4号の4車線化＋左折レーンの減速車線）、排水等を計画

3.1.4 概算事業費の算出 レイアウト案に基づき、概算事業費を算出

3.1.5 土地利用基本計画等の策定 上記内容を土地利用基本計画として取りまとめ

3.1.6 概略設計報告書及び概要書の作成3.1.5をもとに、概略設計報告書・概要書として取りまとめ

―

4.1 ボーリング調査 －

4.1.1 業務概要 位置図、調査概要

4.1.2 調査方法 機械ボーリング、標準貫入試験、サンプリング、孔内載荷試験、土質試験

4.1.3 地形・地質概要 地形概要、地質概要

4.2 地質解析業務 －

4.2.1 調査結果 ボーリング調査結果、孔内載荷試験結果、土質試験結果

4.2.2 考察 地質状況、地下水状況験、地盤定数の設定、設計施工上の留意点

【巻末資料】 ボーリング柱状図・コア写真等

―

5.1 運営計画の検討 －

5.1.1 運営方針・運営体制の検討 運営方針・運営体制の検討

5.1.2 運営収支の試算 指定管理費をもとに、運営収支の試算

5.2 事業手法の検討 －

5.2.1 官民役割分担・リスク分担の検討 事例における役割分担、リスク分担と市場調査回答の対比検討

5.2.2 法規制、各種補助金の検討 法規制、各種補助金の検討

5.3 想定事業スキームの抽出・整理 －

5.3.1 想定事業スキーム整理 本事業に合う事業スキーム整理

5.3.2 本事業への適正評価 本事業への適正評価(定性評価)

5.4 民間事業者意向調査の実施 －

5.4.1 調査資料の作成 調査資料の作成

5.4.2 マーケットサウンディングの実施 マーケットサウンディングの実施

5.5 VFM の算定 －

5.5.1 試算にかかる前提条件整理 基本計画で算出した概算事業費の内容整理

5.5.2 事業収支および VFM の試算 VFM算定手順、有力な事業方式によるVFM試算

5.5.3 定量評価結果の整理 定量評価結果の整理

5.6 事業評価及び最適事業スキームの抽出 －

5.6.1 総合評価 定性・定量評価を踏まえた総合評価

5.6.2 課題調整 今後の課題、留意事項

5.7 事業化に向けた課題・スケジュール整理 －

5.7.1 事業スケジュール 工程表の作成

5.7.2 PPP/PFI 導入に関する発注者支援 次年度発注者支援の検討（実施方針、要求水準）

―

6.1 費用便益の分析 －

6.1.1 費用便益分析事例の整理 道の駅における費用便益分析の事例整理

6.1.2 費用便益分析手法 事例より、費用便益の手法を検討

6.2 経済波及効果の分析 －

6.2.1 経済波及額の算定 道の駅しろいしの経済波及効果を算定

6.2.2 費用対効果の算定 経済波及効果額と概算事業費を用いて、費用便益比を算定

第６章 費用便益（B/C 調査）調査・分析

第５章 PPP/PFI 導入可能性調査

第４章 地質調査

概略設計

開発可能性調査・基本計画策定第２章

第３章

章、節

第1章 業務概要

（仮称）白石中央スマートインターチェンジ周辺整備における官民連携調査業務

（参考資料）※本業務に関連し以下の内容の他業務成果品を８月１日までに貸与予定である。


